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　保健科学研究院及び室蘭市は，生活習慣病予防や
医療費分析の研究成果を室蘭市に還元し，室蘭市民
の健康増進に貢献するとともに，新たな保健科学研
究を室蘭市民と一緒に推進するために，2月7日（木）
に「室蘭市と健康づくりに関する連携協定」を締結しま
した。本連携協定にもとづき，①健康づくりの企画・
立案，②研究フィールドの確保，③健康関連データの
収集・分析，④産学官連携活動の推進，の4分野を
中心に協力する予定です。
　当日は，室蘭市役所で協定の調印式が行われ，保
健科学研究院の齋藤健研究院長，室蘭市の青山剛市
長が協定書に署名しました。調印式では，青山市長
が「市民の健康増進に北大のノウハウと知見を活かし，

市民の健康増進などの分野で相互に協力し地方創成
に貢献したい」と抱負を述べられ，齋藤研究院長から
は「本研究院で培った人工知能やビックデータ技術を
活用し，疾病発生予測などの健康課題の解決に役立
てたい」と発言がありました。室蘭市との連携において
も，室蘭市の医療費データの分析をはじめとして，地
域の健康課題の解決に向けて様々な研究を行い，そ
の研究成果をもとに，室蘭市の各種健康施策の企画
立案に協力していくことを目指しています。
　本研究院は積極的に産学官地域連携を進めており，
市町村との連携協定は岩見沢市，札幌市北区と次い
で3件目 となります。今後ますますの保健科学の教育・
研究と地域貢献の推進が期待されます。
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協 定 締 結 の 報 告

　2019年4月1日，大学院保健科学研究院健康イノ
ベーションセンター One-Health推進部門が新設され
ました。One-Health推進部門は，疾病制御・予防
の理念を明確に持ち，バランス感覚に優れた国際性を
備え，動物，人および生態系の健康を俯瞰的に捉え
One Health に係る問題解決策をデザインして実行で
きる専門家を育成することを目的に，北海道大学大学
院獣医学院・国際感染症学院が中心となって推進す
る「One Healthフロンティア卓越大学院」の活動の推
進を担う部門になります。「One Healthフロンティア
卓越大学院」の活動は大学院保健科学研究院のみな
らず，多くの学内連携部局，学外連携大学，学外協
力機関によって成り立っています。
　One Healthフロンティア卓越大学院プログラムで
は，人獣共通感染症・動物感染症，ならびに化学物
質による健康・社会経済的被害，という感染症病原
体（バイオハザード）と化学物質（ケミカルハザード）の
2大ハザードに起因する問題について，基礎研究から
グローバルな実践活動までを包括的に実施する世界
的な先進研究拠点を目指します。One-Health推進
部門は，One Healthのエッセンスを，文系理系の学
生に幅広く提供する，領域横断的な学院間・大学間
共通特別教育プログラムであるOne Health Allyコー
スにて，大学院生の教育，One Healthに関連する
共同活動を経験する機会を与えることで貢献していき
ます。

　またOne-Health推進部門は，環境化学物質によ
る健康障害の予防に関する世界保健機関研究協力機
関(WHOCC)である，本学の環境健康科学研究教育
センターと協力して，環境化学物質によるリスクの分
析やリスク評価に関する大学院教育に取り組みます。
環境健康科学分野での研究，WHO西太平洋地域事
務局や，WHO本部の専門家との環境化学物質による
健康障害の予防に関する協業の経験，日本国内，国
外のWHOCCとのネットワーク，他大学や研究機関
との共同講義・研究の実施などの経験を最大限に活
用し，さらに発展させることでOne Healthフロンティ
ア卓越大学院プログラムのために力を尽くすとともに，
国際機関との連携推進に力を注いでまいります。新設

部門ということで，試行錯誤の中ではあ
りますが，より質の高い貢献を目指して，
多くの方々の協力を経て活動を推進して
まいりたいと思います。

＊One-Healthとは… One Health の概
念は、1860 年代にドイツの病理学者
Virchow の人獣共通感染症の考え方
に端を発し、2004 年のマンハッタン
原則で「人獣共通感染症の制圧と生態
系の健全性維持には、多くのセクター
の協働による領域横断的取り組み
“One Health approach”が必要であ
る」ことが提唱されたことにより明確化
されました。
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　令和元年7月1日付で，北海
道大学大学院保健科学研究院
高次脳機能創発分野に特任助
教として着任しました。私は，
北海道医療大学心理科学部言
語聴覚療法学科を卒業後，言
語聴覚士として病院に勤務し，
脳卒中によって生じる失語症や

高次脳機能障害のリハビリテーションに携わってきま
した。平成25年度より，臨床に従事しながら本学保
健科学院の修士課程・博士後期課程に進学し，大槻

美佳准教授のもと，高次脳機能障害のメカニズムと
脳解剖学的基盤に関する研究を進めてまいりました。
このたび着任した高次脳機能創発分野においては，
高齢者の認知機能をより鋭敏に評価するための検査
法の開発や，認知機能低下の予防・改善方法に関す
る研究に取り組む予定でおります。
　学際的な色彩が強い本学だからこそ，実現ができる
研究を推進していけるよう，日々研鑽を積んでいきた
いと決意しております。今後ともご指導ご鞭撻のほど，
何卒よろしくお願い申し上げます。
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